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学校がとてもきれいになりました。
ありがとうございました。

９月８日（日）は、細島小ふれあい奉仕作業でした。地域の皆様、保護者の皆様、子どもた
ちにたくさん参加していただいたおかげで、とてもきれいになりました。今回の参加者は、総
勢１３５名でした。ありがとうございました。
朝６時前、ＰＴＡ役員の皆様による駐車場の草刈りからスタートしました。開始式は７時か

らでしたが、その前から多くの方が作業を始められており、感謝です。毎回参加していただい
ている方から、「いつもよりも広範囲にわたって作業ができた。」との声を聞きました。それ
だけ、手際よく、効率よく作業していただいたことに感謝です。今回は、側溝の砂上げもして
いただき、これで水がつまることもなくなり、ほっとしたところです。休憩時間に作業箇所を
回ると、楽しそうに会話をしながらお茶を飲んでいらっしゃる姿をあちこちで見ました。「ふ
れあい」の面でも達成できたのかなと感じたところです。
ＰＴＡ生活部の方がお茶等を準備していただきましたが、「例年になく、お茶の減り方が早

いです。」と言われていました。それだけ、暑い中での作業でした。お疲れ様でした。
“１人の１００歩よりも１００人の一歩”の大切さを実感した奉仕作業でした。

【 奉仕作業の様子 】

交通教室 家庭教育学級
９月１９日（木）の２校時に下学年、３校 ９月１９日（木）の１０時４５分から１

時に上学年の交通教室を実施しました。 時間、第３回研修会を実施しました。
全国の小学生の交通事故の統計によります 今回のテーマは「子どもの健康」で「ゲ

と、交差点内での衝突事故が４割と一番多く、 ームやテレビ等に費やす時間」でした。サ
特に１､２年生が多いそうです。 ポート・トレーナーの林田様を講師に招き、
今回は、見通しの悪い交差点を体育館内に 演習・講話を通して研修を深めました。

設置し、徒歩での渡り方、自転車での渡り方 【ルールづくりのポイント】
を実践形式で練習しました。１人１人とても □ 子どもが「ゲームをやりたい」気持ちは否定

慎重に、そして安全に渡ることができました。 しない。

大事なことは「知っている」ではなく「で □ 親はどんなゲームをしているか、知っておく。

きる」ことです。 （やってみるのはおすすめ）

子どもたちが実践できているか、地域の皆 □ 子どもと保護者が納得できるルールをつくる。

様、保護者の皆様の見守りをどうぞよろしく □ 適宜、ルールは見直す。

お願いします。 □ ルールは目に付く場所に貼る。

自転車の点検もお願いします。 □ 大人も使い方を見直す。



まだまだ、熱中症対策
９月といえば秋をイメージしますが、晴れた日は日差しが強く、

３０度以上の真夏日の日もあります。本校では、９月１１日（水）
と９月１２日（木）に、昼休みの外遊びを禁止しました。この日は、
気温が３０度をこえ、さらに湿度も高かったことが理由です。教室
の中も暑いことから、エアコンの効く教室（パソコン室、図書室、
魚っ子クラブ室）を割り当てて授業もしました。
ところで、最近「ＷＢＧＴ」のアルファベットを見たり、聞いた

りしませんか？これは暑さ指数と言われるものです。暑さ指数（W
BGT）は、熱中症を予防することを目的として1954年にアメリ
カで提案された指標です。単位は気温と同じ摂氏度（℃）で示され
ますが、その値は気温とは異なります。暑さ指数（WBGT）は人
体と外気との熱のやりとり（熱収支）に着目した指標で、人体の熱
収支に与える影響の大きい ①湿度、②日射・輻射(ふくしゃ)など
周辺の熱環境、③気温の３つを取り入れた指標です。現在、学校で
もこの「ＷＢＧＴ」の値をもとに熱中症対策をしています。社会体
育等で体育館を利用される方は、ステージ横に設置していますので、
ご確認下さい。 【ＷＢＧＴ測定器】

「ひなたの佐和ちゃん、波に乗る」の反響 日 曜 １０ 月 行 事 等

９月１１日（水）のＮＨＫＢＳプレミア １ 火 全校朝会
ムで放送されましたが、細島地区の方もた
くさん出演されており、楽しく拝見させて ３ 木 秋の遠足（１・２年）
いただきました。
学校にも２件問い合わせがありました。 ４ 金 秋の遠足（３・４年）
どちらも県外の方からでした。
１件目は、 ７ 月 代表委員会

「ドラマに出てきた校歌は、今でも子ども
たちが歌っている校歌ですか。」 11 金 出前授業４年：黒田工業
の内容でした。ドラマ用に作られた校歌と
思われたのかもしれませんね。 12 土 日向十五夜祭り
「今でも元気よく子どもたちは歌っていま
す。ドラマの通り地域の方にもとても愛さ 13 日 日向十五夜祭り
れています。」
と応えました。 14 月 祝日 体育の日
２件目は、

「校歌の作詞が北原白秋になっていました 17 木 就学時健康診断（123年は給食後下校）
が、どういったつながりで北原白秋が校歌
を作られたのですか。」 20 日 オープンスクール、ふれあい教室
の内容でした。この応えが、「１００周年 PTA模擬店
記念誌“鉾”」に掲載されていましたので、
その内容を伝えました。 21 月 振替休業日
「昭和８年１０月、当時の第１８代校長の
三浦伴次郎氏が、延岡中学校を卒業し細島 22 火 祝日 天皇即位礼正殿の儀
小学校で教壇に立った甲斐さんに“校歌を
制定したい”と依頼しました。甲斐さんは、 24 木 出前授業3年：第一糖業 クラブ
１年教壇に立った後、東洋大学に進学して 家庭教育学級（給食センター、市役所見学）

いました。当初、甲斐さんは、与謝野鉄寛
に依頼しようとしていましたが、甲斐さん 25 金 出前授業6年：旭建設
の兄の友人（植村諦：詩人）から、白秋を
推されました。小学校の校歌はあまりつく 26 土 九州PTA研究大会（福岡）
ったことがないことから、最初はしぶった
らしいのですが、団歌や校歌は第２義の詩 27 日 九州PTA研究大会（福岡）
作となり、詩人の息吹を遍満させることが
できるとして、作詞を受けたようです。」 28 月 全校集会（図書発表） 委員会活動
と応えました。

29 火 鑑賞教室（日知屋小で）


